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論　　文　　の　　要　　旨
　本論交の目的はヨ水文循環の重要な過程である蒸発散に関してヲその代表的概念である可能蒸発
散量ヨ平衡蒸発量，可能蒸発量の適用条件を明らかにし、我が国で水収支計算に広く用いられてい
る蒸発散量推定式の妥当性を検討することにある。この場合にヨ蒸発面の濡れが蒸発散に与える影
響についてとくに吟味した。
　野外観測は筑波大学水理実験センター内の熱1水収支観測施設を用いて、1980年7月から1981年
4月の間行なった。実験圃場にはライグラス等の牧草が混播してあり，蒸発散を研究するさいの標
準的地表面と考えられる。観測された正味放射量，地中熱流量。全天日射量ヨ反射日射量ヨ地温，
気温国水蒸気圧画風速の鉛直プロファイルう土壌水分量ヨ土壌水のマトリックポテンシャルラ蒸発
散量をラ時問蓼日画月単位に解析しつぎの結論をえた。
1）可能蒸発散量の定義とその推定式の便用においてみられる混乱はヨ蒸発面の濡れの状態の取り
　扱いが不十分であったことに起因する。蒸発面が水蒸気で飽和しているとする可能蒸発散量はヨ
　牧草の葉面が露で濡れている場合かヨ蒸発面上の空気が十分に湿潤である場合にしか適用できな
　い。
2）水不足のない夏の牧草地からの蒸発散量は，上限が可能蒸発量，下隈が平衡蒸発量で表わされ
　る。
3）可能蒸発量の推定式は，牧草の葉面が露で濡れ，完全湿潤面として作用している場合にのみ適
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　用できる。
4）同じ気象条件下において，濡れた牧草地からの蒸発速度はラ濡れていない場合の蒸発速度より
　10％程度大きい。
5）対象とする地点で決定されたパラメータを用いれば，平衡蒸発モデルによって蒸発散量の推定
　が可能である。
6）水収支計算に広く用いられているソーンスウェイト法とペンマン法による可能蒸発散量の値は，
　いずれも牧草地の年問蒸発散量よりも数10％大きい。これらの蒸発式の適用に当たってはう気候
　条件の違い，植物の年間成長サイクルの考慮が必要である。
審　　査　　の　　要　　旨
　蒸発散は降水および流出とならんで水文循環の最も重要な遇程の一つであり，水収支計算への適
用という社会的要請から骨多数の推定式が提出されてきたがヨそれらの適用条件に関する吟味が十
分ではなくヨ水文学における重要な研究課題として残されていた。
　本研究はヨ筑波大学水理実験センターの牧草地上における夏季の集中観測でえられた時問データ
をもとにラ可能蒸発散量ヨ平衡蒸発量ヨ可能蒸発量の概念を検討し。とくに蒸発面の濡れの役割を
明らかにしたものである。すなわち害夏季の晴天日の特徴としてヨ降露のある朝はラ初め実蒸発散
量は可能蒸発量と等しい値を示すがラ露が蒸発してしまうと前者は後者よりも小さくなることが、
観測と計算によって確かめられた。これに対してヨ曇天で空気が湿っている日では，終日，実蒸発
散量は可能蒸発量に等しかった。以上のことから，蒸発面が水蒸気で飽和されているという条件で
導かれた可能蒸発散量はラ葉面が完全に濡れている面として挙動する場合ラあるいは空気が湿って
いる場合にしか適用できないことヨ蒸発面が水蒸気で飽和されているとした可能蒸発散量と。土壌
水が十分あるとした可能蒸発散量とはヨ同じ意味で用いることはできずラ蒸発面の濡れによって両
者の適用を区別すべきことが明らかとなった。
　平衡蒸発量と実蒸発散量との比較から，実蒸発散量が平衡蒸発量の1．0～1．26倍の範囲にあるこ
とが確かめられ，水不足のない夏の牧草地においてはヨ平衡蒸発量が蒸発散量の下限値を、可能蒸
発量がその上限値を表わすことが明らかになった。
　これらの新知見を日蒸発散量および月蒸発散量の推定に適用し，現場で決定可能なパラメータを
導入することによりヲ蒸発散量推定の精度を高めることが可能になった。以上のようにヨ本研究の
成果は水文学の研究に貢献するところ極めて大と評価できる。
　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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